源氏物語 

初音 



紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



な きぬ 

若 やかに うぐ ひす ぞ啼く 初春の 衣く ば 

られし 一 人の やうに (晶子) 

新春 第一 日の 空の 完全に うらら かな 光の もとに は、 

どんな 家の 庭に も 雪 間の 草が 緑の けはい を 示す し、 春 

かすみ 

らしい 霞の 中で は、 芽 を 含んだ 木の 枝が 生気 を 見せ 

て 煙って いるし、 それに 引かれて 人の 心 ものび やかに 

なって いく。 まして 玉 を 敷いた と 言って よい 六 条院の 

庭の 初春の ながめに は 格別な おもしろさ があった。 常 

に 増して みがき 渡された 各 夫人た ちの 住居 を 写す こと 



年の 春 を 祝う のに ふさわしい 日で ある。 姫君の いる 座 

敷の ほうへ 行って みると、 童女 や 下 仕えの 女が 前の 山 

の 小 松 を 抜いて 遊んで いた。 そうした 若い 女た ち は 新 

春の 喜びに 満ち 足らった ふうであった。 北の 御殿から 

ひげ かご 

いろいろと きれいな 体裁に 作られた 菓子の 髭 籠と、 料 

理の破 子 詰めな どが ここへ 贈られて 来た。 よい 形 をし 

うぐ いす 

た 五葉の 枝に 作り物の 鶯 が 止まらせ てあつて、 それ 

に 手紙が 付けられて ある。 

'V けユ まつね 

年月 を まつに 引かれて 経る 人に 今日 鶯の 初音 聞か 

せよ 



「音せ ぬ 里の」 (今日 だに も 初音 聞かせよ 鶯の 音せ ぬ 

里 は 住む かひ もな し) と 書かれて あるの を 読んで、 源 

氏 は 身に しむよう に 思った。 正月ながら も こぼれて く 

る 涙 を どうしょう もない ふうで あつ た。 

「この 返事 は 自分で なさい。 きまりが 悪い などと 気 

ど つていて よい 相手で ない」 

源氏 はこう 言いながら、 硯 の 世話な ど を やきな が 

ら 姫君に 書かせて いた。 かわいい 姿で、 毎日 見て いる 

人 さえ だれも 見 飽かぬ 気の する この 人 を、 別れた 曰か 

ら 今日まで 見せて やって いない こと は、 真実の 母親に 



前の 庭の 梅が 少し 咲き そめた この 黄昏 時に、 楽音が お 

もしろ く 起こって 来た。 「この 殿」 が 最初に 歌われて、 

はなやかな 気分が まず 作られた ので ある。 源氏 も 時々 

さきぐ さ 

声 を 添えた。 福 草の 三 つ 葉 四つ 葉に という あたりが こ 

とに おもしろく 聞かれた。 どんな ことに も 源氏の 片影 

が 加われば そのものが 光づ けられる ので ある。 こうし 

たはな やかな 遊び も 派手な 人出 入りの 物音 も 遠く 離れ 

た 所で 聞いて いる 紫の 女王 以外の 夫人た ち は、 極楽 世 

f まんず しょう +6 す 

界に 生まれても 下品 下 生の 仏で、 まだ 開かない 蓮の 

つぼみ 

蕾の 中に こもって いる 気がされた。 まして 離れた 東 

の院 にいる 人た ち は、 年月に 添えて 退屈 さと 寂し さが 



暮らす 様子 も 哀れに 見えた。 経 巻の 作りよう、 仏像の 

飾り、 ちょっとした 閼 伽の 器具な どに も空蟬 のよ い 趣 

あおに び きちょう 

味が 見えて なつかしかった。 青 鈍色の 几帳の 感じの よ 

かけ そでぐち 

い 蔭に すわ つてい る 尼 君の 袖口の 色 だけに は ほかの 淡 

い 色彩 も 混じって いた。 源氏 は 涙ぐんで いた。 

うらし ま け ふ 

「松が 浦 島 (松が 浦 島 今日 ぞ 見る うべ 心 ある あまも 住 

みけり) だと 思って 神聖 視す るのに とどめて おかねば 

ならない あなたな のです ね。 昔から 何とい う 悲しい 二 

人でしょう。 しかし こうして 逢って お話しす るく らい 

のこと は 永久に できるだけの 因縁が あるので すね」 

などと 言った。 空 蟬の尼 君 も 物 哀れな 様子で、 



「こんなに みじめに なりました 晚年 をお 見せして おり 

ますこと で だれの 過去の 罪 も 清算され る はずで ござい 

ます。 こ れ 以上 の 報い が ど こに) J ざ いましょう」 

うつせみ 

と 言って、 空蟬は 泣いて しまった。 昔よりも 深味の 

できた 品の よい 所が 見え、 過去の 恋人で 現在の 尼 君と 

して 別世界の ものに 扱う だけで は 満足ので きかね る 気 

も 源氏 はした が、 恋の 戯れ を 言い かけうる 相手で はな 

かった。 いろいろな 話 をしながら も、 せめて これ だけ 

すま い 

の 頭の よさが あの人に あれば よいのに と 末 摘 花の 住居 

の ほうが ながめられた。 こんな ふうで 源氏の 保護 を受 

けて いる 女 は 多かった。 だれの 所 も 洩らさず 訪問して、 



た。 道のりが 遠くて それ は 夜の 明け方に なった。 月が 

明るく さして 薄雪の 積んだ 六 条院の 美しい 庭で 行なわ 

じょうず 

れる踏 歌が おもしろかった。 舞 や 音楽の 上手な 若い 役 

人の 多い ころで、 笛な ども 巧みに 吹かれた。 ことに こ 

こでの できばえ を 皆 晴れが ましく 思つ ている ので ある _ 

他の 一 一夫 人ら にも 来て 見物す る こと を 源氏が 勧めて 

わた ど の 

あつたので、 南の 御殿の 左右の 対 や 渡 殿 を 席に 借りて 

すまい たま かずら 

皆 来て いた。 東の 住居の 西の 対の 玉鬟の 姫君 は 南の 

寝殿に 来て、 こちらの 姫君に 面会した。 紫 夫人 も 同じ 

きちょう 

所に いて 几帳 だけ を 隔てて 玉鬟と 話した。 踏 歌の 組 は 

す さく 

朱 雀院で 皇太后の 宫の ほうへ 行っても 一 回 舞って 来た 
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